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(57)【要約】
【課題】十分なしきい電圧の補償時間と逆多重化時間を
確保できる有機発光表示装置を提供する。
【解決手段】複数画素ＰＸ１１を含み、各画素ＰＸ１１
は、有機発光素子ＥＬと、ゲートが一走査線、一電極が
一データ線、他電極がノードＮ１と接続されたトランジ
スタＴＲ１と、ＴＲ１からのデータ電圧で有機発光素子
ＥＬを駆動するトランジスタＴＲ２と、一電極がノード
Ｎ１、他電極がノードＮ２と接続されたトランジスタＴ
Ｒ３と、ノードＮ１とＮ３の間のキャパシタＣ１と、ノ
ードＮ４とＮ２の間のキャパシタＣ２と、一電極がノー
ドＮ２、他電極がノードＮ５と接続されたトランジスタ
ＴＲ４と、一電極がノードＮ４、他電極がノードＮ６と
接続されたトランジスタＴＲ５と、一電極がノードＮ３
、他電極が有機発光素子ＥＬと接続されたトランジスタ
ＴＲ６と、一電極がノードＮ６、他電極が有機発光素子
ＥＬと接続されたトランジスタＴＲ７とを含む有機発光
表示装置。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マトリックス状に配列され、同じ個数の画素行を含む複数の画素行グループで定義され
る複数の画素と、
　前記複数の画素に順次に走査信号を印加する走査駆動部と、
　前記複数の画素に提供されるデータ信号を生成するデータ駆動部と、
　前記データ信号を逆多重化して前記複数の画素に伝達するデータ分配部を含み、
　前記各画素行グループに含まれた画素はしきい電圧の補償が同時に行われ、
　前記各画素行グループに含まれた画素は前記しきい電圧の補償前に印加された前記デー
タ信号を第１キャパシタに充電し、
　前記しきい電圧の補償後に前記第１キャパシタに充電されたデータ信号を駆動トランジ
スタのゲート電極に伝達する有機発光表示装置。
【請求項２】
　前記各画素行グループに含まれた画素は、前記第１キャパシタと前記駆動トランジスタ
のゲート電極の接続を制御する制御トランジスタをさらに含み、
　前記制御トランジスタと前記駆動トランジスタのゲート電極との間に接続された第２キ
ャパシタをさらに含む請求項１に記載の有機発光表示装置。
【請求項３】
　一画素行グループに含まれた画素の制御トランジスタは、ゲート電極が、前記一画素行
グループと連続する他の画素行グループと接続する走査線のうち一つと接続され、
　前記各画素行グループは８個の画素行を含み、
　第ｋないし第ｋ＋７走査線を含む画素行グループに含まれた画素の制御トランジスタは
ゲート電極が第ｋ＋１２走査線と接続される請求項１または２に記載の有機発光表示装置
（ただし、ｋは１以上の自然数）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　次世代ディスプレイとして注目されている有機発光表示装置は、自体発光する自体発光
素子を備え、応答速度が速くかつ発光効率、輝度及び視野角が大きい長所がある。有機発
光表示装置の各画素（Ｐｉｘｅｌ）は自体発光素子である有機発光素子（Ｏｒｇａｎｉｃ
　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ　以下、「ＯＬＥＤ」という）を有する。
そして、有機発光表示装置の各画素は、画素の発光情報を有するデータ信号を印加するた
めのデータ線と前記データ信号が順次に画素に印加されるように走査信号を印加するため
の走査線が接続される。有機発光表示装置で同じデータ線に接続された画素は互いに異な
る走査線と接続され、同じ走査線に接続された画素は互いに異なるデータ線に接続される
構造を有する。したがって、フラットパネル表示装置の解像度を高めるために画素の数を
増加させる場合、前記データ線または前記走査線の数が比例して増加するため、データ線
の増加により前記データ信号を生成して印加するデータ駆動部に含まれる回路の数が増加
し、製造コストが上昇する問題点が発生する。このような問題点を解決するため、様々な
信号の組み合わせである前記データ信号をデマルチプレクサ（Ｄｅｍｕｌｔｉｐｌｅｘｅ
ｒ）で逆多重化（Ｄｅｍｕｌｔｉｐｌｅｘ）して多数のデータ線に順次に印加することに
よって、前記データ駆動部に含まれる回路の数を減少させる方法が用いられている。
【０００３】
　しかし、解像度が増加することにより１水平時間が減少し、これによって１水平時間内
で走査信号が印加される時間も減少する。特に、各画素で画質低下を防止するために走査
信号が印加される期間にしきい電圧を補償する補償回路を備える場合、走査信号が印加さ
れる時間が減少するため、しきい電圧を十分に補償できず、Ｍｕｒａ現象が発生するとい
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う問題点がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】韓国公開特許２０１１－０１３９００５号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明が解決しようとする課題は、十分なしきい電圧の補償時間と逆多重化（Ｄｅｍｕ
ｌｔｉｐｌｅｘ）時間を確保できる有機発光表示装置を提供することにある。
【０００６】
　本発明の課題は、以上で言及した技術的な課題に制限されず、言及されていないまた他
の技術的課題は次の記載から当業者に明確に理解できるであろう。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記課題を解決するための本発明の一実施形態による有機発光表示装置は、マトリック
ス状に配列された複数の画素を含み、前記各画素は有機発光素子と、ゲート電極が一走査
線と接続され、一電極が一データ線と接続され、他電極が第１ノードと接続された第１ト
ランジスタと、前記第１トランジスタを介して提供されるデータ電圧により前記有機発光
素子を駆動する第２トランジスタと、一電極が前記第１ノードと接続され、他電極が第２
ノードと接続された第３トランジスタと、前記第１ノードと初期化電圧が印加される第３
ノードとの間に接続された第１キャパシタと、前記第２トランジスタのゲート電極が接続
された第４ノードと前記第２ノードとの間に接続された第２キャパシタと、一電極が前記
第２ノードと接続され、他電極が前記第２トランジスタの他電極が接続された第５ノード
と接続された第４トランジスタと、一電極が前記第４ノードと接続され、他電極が前記第
２トランジスタの一電極が接続された第６ノードと接続された第５トランジスタと、一電
極が前記第３ノードと接続され、他電極が前記有機発光素子のアノード電極と接続された
第６トランジスタと、一電極が前記第６ノードと接続され、他電極が前記有機発光素子の
アノード電極と接続された第７トランジスタとを含む。
【０００８】
　前記第４トランジスタのゲート電極、第５トランジスタのゲート電極及び第６トランジ
スタのゲート電極は同じ制御信号線に接続され得る。
【０００９】
　前記第４トランジスタのゲート電極、第５トランジスタのゲート電極及び第６トランジ
スタのゲート電極は同じ第１制御信号線に接続され、前記第３トランジスタのゲート電極
は前記第１制御信号線と異なる第２制御信号線と接続され得る。
【００１０】
　前記複数の画素は、同じ個数の画素行を含む複数の画素行グループで定義され、一画素
行グループに含まれた画素の第３トランジスタはゲート電極が前記一画素行グループと連
続する他の画素行グループと接続される走査線のうち一つと接続され得る。
【００１１】
　前記各画素行グループは８個の画素行を含み、第ｋないし第ｋ＋７走査線を含む画素行
グループに含まれた画素の第３トランジスタはゲート電極が第ｋ＋１２走査線と接続され
得る（ただし、ｋは１以上の自然数）。
【００１２】
　前記複数の画素行グループに含まれた画素はしきい電圧の補償が同時に行われ得る。
【００１３】
　前記複数の画素行グループは順次に走査信号を印加され得る。
【００１４】
　前記課題を解決するための本発明の他の実施形態による有機発光表示装置は、マトリッ
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クス状に配列され、同じ個数の画素行を含む複数の画素行グループで定義される複数の画
素、前記複数の画素に順次に走査信号を印加する走査駆動部、前記複数の画素に提供され
るデータ信号を生成するデータ駆動部、前記データ信号を逆多重化して前記複数の画素に
伝達するデータ分配部を含み、前記各画素行グループに含まれた画素はしきい電圧の補償
が同時に行われ、前記各画素行グループに含まれた画素は前記しきい電圧の補償前に印加
された前記データ信号を第１キャパシタに充電し、前記しきい電圧の補償後に前記第１キ
ャパシタに充電されたデータ信号を駆動トランジスタのゲート電極に伝達する。
【００１５】
　前記各画素行グループに含まれた画素は、前記第１キャパシタと前記駆動トランジスタ
のゲート電極との接続を制御する制御トランジスタをさらに含み得る。
【００１６】
　前記制御トランジスタと前記駆動トランジスタのゲート電極との間に接続された第２キ
ャパシタをさらに含み得る。
【００１７】
　一画素行グループに含まれた画素の制御トランジスタはゲート電極が前記一画素行グル
ープと連続する他の画素行グループと接続される走査線のうち一つと接続され得る。
【００１８】
　前記各画素行グループは８個の画素行を含み、第ｋないし第ｋ＋７走査線を含む画素行
グループに含まれた画素の制御トランジスタはゲート電極が第ｋ＋１２走査線と接続され
得る（ただし、ｋは１以上の自然数）。
【００１９】
　本発明の一実施形態による有機発光表示装置の駆動方法は、マトリックス状に配列され
た複数の画素を同じ個数の画素行を含む複数の画素行グループで定義し、前記各画素行グ
ループ別に駆動し、前記各画素は有機発光素子及び前記有機発光素子を駆動する駆動トラ
ンジスタを含む有機発光表示装置の駆動方法において、一画素行グループに含まれた画素
にデータ信号を逆多重化して入力するステップ、前記一画素行グループに含まれた画素に
初期化電圧を提供するステップ、前記一画素行グループに含まれた画素の駆動トランジス
タのしきい電圧を補償するステップ、前記データ信号を前記駆動トランジスタのゲート電
極に伝達するステップ及び前記データ信号に対応して有機発光素子を発光させるステップ
を含む。
【００２０】
　前記一画素行グループと連続して配置された他の画素行グループは前記一画素行グルー
プと順次にデータ信号を入力され得る。
【００２１】
　前記一画素行グループに含まれた画素は前記駆動トランジスタのしきい電圧補償が同時
に行われ得る。
【００２２】
　前記各画素は、前記データ信号が充電される第１キャパシタ及び前記第１キャパシタと
前記駆動トランジスタのゲート電極の接続を制御する制御トランジスタをさらに含み得る
。
【００２３】
　前記制御トランジスタと前記駆動トランジスタのゲート電極との間に接続された第２キ
ャパシタをさらに含み得る。
【００２４】
　一画素行グループに含まれた画素の制御トランジスタはゲート電極が前記一画素行グル
ープと連続する他の画素行グループと接続される走査線のうち一つと接続され得る。
【００２５】
　前記各画素行グループは８個の画素行を含み、第ｋないし第ｋ＋７走査線を含む画素行
グループに含まれた画素の制御トランジスタは、ゲート電極が第ｋ＋１２走査線と接続さ
れ得る（ただし、ｋは１以上の自然数）。
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【００２６】
　その他実施形態の具体的な内容は詳細な説明及び図面に含まれている。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明によれば、少なくとも次のような効果がある。
【００２８】
　すなわち、十分なしきい電圧の補償時間と逆多重化（Ｄｅｍｕｌｔｉｐｌｅｘ）時間を
確保でき、有機発光表示装置の画質を向上させる。
【００２９】
　本発明による効果は、以上で例示した内容によって制限されず、さらに多様な効果が本
明細書内に含まれている。
【図面の簡単な説明】
【００３０】
【図１】本発明の一実施形態による有機発光表示装置のブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態によるデータ分配部のブロック図である。
【図３】本発明の一実施形態による表示部のブロック図である。
【図４】本発明の一実施形態による有機発光表示装置の一画素を示す回路図である。
【図５】本発明の一実施形態による有機発光表示装置のタイミング図である。
【図６】本発明の一実施形態による有機発光表示装置の各期間別の一画素の動作を示す回
路図である。
【図７】本発明の一実施形態による有機発光表示装置の各期間別の一画素の動作を示す回
路図である。
【図８】本発明の一実施形態による有機発光表示装置の各期間別の一画素の動作を示す回
路図である。
【図９】本発明の一実施形態による有機発光表示装置の各期間別の一画素の動作を示す回
路図である。
【図１０】本発明の一実施形態による有機発光表示装置の各期間別の一画素の動作を示す
回路図である。
【図１１】本発明の他の実施形態による有機発光表示装置の一画素の回路図である。
【図１２】本発明の他の実施形態による有機発光表示装置のタイミング図である。
【図１３】本発明のまた他の実施形態による有機発光表示装置の駆動方法を示す順序図で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００３１】
　本発明の利点及び特徴、これらを達成する方法は添付する図面と共に詳細に後述する実
施形態において明確になるであろう。しかし、本発明は、以下で開示する実施形態に限定
されるものではなく、互いに異なる多様な形態で実現されるものであり、本実施形態は、
単に本発明の開示を完全にし、本発明が属する技術分野で通常の知識を有する者に発明の
範疇を完全に知らせるために提供されるものであり、本発明は、請求項の範囲によっての
み定義される。
【００３２】
　素子（ｅｌｅｍｅｎｔｓ）または層が他の素子または層の「上（ｏｎ）」と指称された
場合、他の素子の真上にまたは中間に他の層または他の素子を介在する場合のすべてを含
む。明細書全体において、同一の参照符号は同一の構成要素を指称する。
【００３３】
　第１、第２などが、多様な素子、構成要素を叙述するために使用されるが、これら素子
、構成要素はこれらの用語によって制限されないことはいうまでもない。これらの用語は
、単に一つ構成要素を他の構成要素と区別するために使用するものである。したがって、
以下で言及される第１構成要素は本発明の技術的思想内で第２構成要素であり得ることは
勿論である。
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【００３４】
　以下、添付する図面を参照して本発明の実施形態について説明する。
【００３５】
　図１は、本発明の一実施形態による有機発光表示装置のブロック図である。図２は、本
発明の一実施形態によるデータ分配部のブロック図である。図３は、本発明の一実施形態
による表示部のブロック図である。
【００３６】
　図１ないし図３を参照すると、有機発光表示装置１０は、表示部１１０、制御部１２０
、データ駆動部１３０、走査駆動部１４０及びデータ分配部１５０を含む。
【００３７】
　表示部１１０は画像が表示される領域であり得る。表示部１１０は複数の走査線（ＳＬ
１、ＳＬ２、…、ＳＬｎ）、複数の走査線（ＳＬ１、ＳＬ２、…、ＳＬｎ）と交差する複
数のデータ線（ＤＬ１、ＤＬ２、…、ＤＬｍ）及び複数の走査線（ＳＬ１、ＳＬ２、…、
ＳＬｎ）のうち一つ及び複数のデータ線（ＤＬ１、ＤＬ２、…、ＤＬｍ）のうち一つと各
々接続する複数の画素ＰＸを含み得る。ここで、ｎとｍは互いに異なる自然数である。複
数のデータ線（ＤＬ１、ＤＬ２、…、ＤＬｍ）各々は複数の走査線（ＳＬ１、ＳＬ２、…
、ＳＬｎ）と交差し得る。すなわち、複数のデータ線（ＤＬ１、ＤＬ２、…、ＤＬｍ）は
第１方向Ｄ１に沿って延長され得、複数の走査線（ＳＬ１、ＳＬ２、…、ＳＬｎ）は第１
方向Ｄ１と交差する第２方向Ｄ２に沿って延長され得る。ここで、第１方向Ｄ１は列方向
であり得、第２方向Ｄ２は行方向であり得る。複数の走査線（ＳＬ１、ＳＬ２、…、ＳＬ
ｎ）は第１方向Ｄ１に沿って順に配置された第１ないし第ｎ走査線（ＳＬ１、ＳＬ２、…
、ＳＬｎ）を含み得る。複数のデータ線（ＤＬ１、ＤＬ２、…、ＤＬｍ）は第２方向Ｄ２
に沿って順に配置された第１ないし第ｍデータ線（ＤＬ１、ＤＬ２、…、ＤＬｍ）を含み
得る。
【００３８】
　複数の画素ＰＸはマトリックス状に配置され得る。複数の画素ＰＸ各々は複数の走査線
（ＳＬ１、ＳＬ２、…、ＳＬｎ）のうち一つ及び複数のデータ線（ＤＬ１、ＤＬ２、…、
ＤＬｍ）のうち一つと接続され得る。複数の画素ＰＸ各々は接続された走査線（ＳＬ１、
ＳＬ２、…、ＳＬｎ）から提供される走査信号（Ｓ１、Ｓ２、…、Ｓｎ）に対応して接続
されたデータ線（ＤＬ１、ＤＬ２、…、ＤＬｍ）に印加されるデータ信号（Ｄ１、Ｄ２、
…、Ｄｍ）を受信できる。すなわち、走査線（ＳＬ１、ＳＬ２、…、ＳＬｎ）には各画素
ＰＸに印加される走査信号（Ｓ１、Ｓ２、…、Ｓｎ）が提供され得、データ線（ＤＬ１、
ＤＬ２、…、ＤＬｍ）にはデータ信号（Ｄ１、Ｄ２、…、Ｄｍ）が提供され得る。各画素
ＰＸは第１電源線（図示せず）を介して第１電源電圧ＥＬＶＤＤを供給され得、第２電源
線（図示せず）を介して第２電源電圧ＥＬＶＳＳを供給され得る。また、各画素ＰＸは発
光制御線（図示せず）、第１制御線（図示せず）及び第２制御線（図示せず）が各々接続
されて発光が制御され得る。これらについての詳細は後述する。
【００３９】
　制御部１２０は、外部システムから制御信号ＣＳ及び映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を受信で
きる。ここで、映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）は複数の画素ＰＸの輝度情報を含んでいる。輝度
は定められた数、例えば、１０２４、２５６または６４個の階調（ｇｒａｙ）を有し得る
。制御信号ＣＳは垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）、水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）及びデータ
イネーブル信号（ＤＥ）及びクロック信号（ＣＬＫ）を含み得る。制御部１２０は映像信
号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）及び制御信号ＣＳにより第１ないし第３駆動制御信号（ＣＯＮＴ１ない
しＣＯＮＴ３）及び映像データＤＡＴＡを生成できる。制御部１２０は垂直同期信号（Ｖ
ｓｙｎｃ）によりフレーム単位で映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を区分し、水平同期信号（Ｈｓ
ｙｎｃ）により走査線単位で映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を区分して映像データＤＡＴＡを生
成できる。ここで、制御部１２０は生成された映像データＤＡＴＡを補償できる。すなわ
ち、制御部１２０は各画素ＰＸに劣化情報をセンシングし、輝度偏差が発生しないように
映像データＤＡＴＡを補償できるが、これは例示的なものであって制御部１２０で行われ
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るデータ補償は前述した内容に限定されない。制御部１２０は映像データＤＡＴＡを第１
駆動制御信号ＣＯＮＴ１と共にデータ駆動部１３０に出力できる。制御部１２０は第２駆
動制御信号ＣＯＮＴ２を走査駆動部１４０に伝達でき、第３駆動制御信号ＣＯＮＴ３をデ
ータ分配部１５０に伝達できる。
【００４０】
　走査駆動部１４０は表示部１１０の複数の走査線に接続され、第２駆動制御信号ＣＯＮ
Ｔ２により複数の走査信号（Ｓ１、Ｓ２、…、Ｓｎ）を生成できる。走査駆動部１４０は
複数の走査線にゲートオン電圧の複数の走査信号（Ｓ１、Ｓ２、…、Ｓｎ）を順次に印加
できる。
【００４１】
　データ駆動部１３０は、表示部１１０の複数のデータ線に接続され、第１駆動制御信号
ＣＯＮＴ１により入力された映像データＤＡＴＡをサンプリング及びホールディングし、
アナログ電圧に変更して複数のデータ信号（Ｄ１、Ｄ２、…、Ｄｍ）を生成できる。デー
タ駆動部１３０は複数のデータ信号（Ｄ１、Ｄ２、…、Ｄｍ）を複数の出力線（ＯＬ１、
ＯＬ２、…、ＯＬｊ）に出力できる。複数の出力線（ＯＬ１、ＯＬ２、ＯＬｊ）各々はデ
ータ分配部１５０に含まれた複数のデマルチプレクサ１５１のうち一つと接続され得る。
すなわち、データ駆動部１３０で生成された複数のデータ信号（Ｄ１、Ｄ２、…、Ｄｍ）
はデータ分配部１５０を介して複数のデータ線（ＤＬ１、ＤＬ２、…、ＤＬｍ）各々に伝
達され得る。
【００４２】
　データ分配部１５０は複数のデマルチプレクサ（Ｄｅｍｕｌｔｉｐｌｅｘｅｒ、１５１
）を含み得る。各デマルチプレクサ１５１は複数の出力線（ＯＬ１、ＯＬ２、…、ＯＬｊ
）のうち一つと接続され得る。各デマルチプレクサ１５１は複数のデータ線（ＤＬ１、Ｄ
Ｌ２、…、ＤＬｍ）のうち連続して配置された少なくとも二つのデータ線と接続され得る
。すなわち、各デマルチプレクサ１５１は接続された各出力線と接続されたデータ線をデ
マルチプレクシング信号ＣＬにより選択的に接続させ得る。デマルチプレクシング信号Ｃ
Ｌは制御部１２０から出力される第３駆動信号ＣＯＮＴ３に含まれ得る。第３駆動信号Ｃ
ＯＮＴ３はデータ分配部１５０の開示、終了及び動作を制御する信号を含み得る。ここで
、一つのデマルチプレクサ１５１は連続して配置された二つのデータ線と一つの出力線を
選択的に接続させ得る。すなわち、一つのデマルチプレクサ１５１は第１出力線ＯＬ１と
第１データ線ＤＬ１及び第２データ線ＤＬ２のうち一つを選択的に接続できる。また、前
記デマルチプレクサ１５１と隣接するデマルチプレクサ１５１は第２出力線ＯＬ２と第３
データ線ＤＬ３及び第４データ線ＤＬ４のうち一つを選択的に接続できる。ここで、第１
データ信号Ｄ１と第２データ信号Ｄ２は組み合わせた信号として第１出力線ＯＬ１に提供
され得、デマルチプレクサ１５１で逆多重化され、第１データ線ＤＬ１と第２データ線Ｄ
Ｌ２に順次に印加され得る。また、第３データ信号Ｄ３と第４データ信号Ｄ４は組み合わ
せた信号として第２出力線ＯＬ２に提供され得、デマルチプレクサ１５１で逆多重化され
て第３データ線ＤＬ３と第４データ線ＤＬ４に順次に印加され得る。以下、デマルチプレ
クサ１５１が２個のデータ線をスイッチングする場合を説明するが、これは例示的なもの
であり、デマルチプレクサ１５１と接続できるデータ線の個数及びデマルチプレクサ１５
１の構造は図１及び図２に示す場合に限定されない。
【００４３】
　図２は、第１データ線ＤＬ１と第２データ線ＤＬ２に接続されたデマルチプレクサ１５
１の構成を概略的に示すブロック図である。以下の説明はデータ分配部１５０の他のデマ
ルチプレクサ１５１にも実質的に同様に適用され得る。デマルチプレクサ１５１は第１デ
ータ線ＤＬ１と第１出力線ＯＬ１の接続を制御する第１スイッチＳｗ１と第２データ線Ｄ
Ｌ２と第１出力線ＯＬ１の接続を制御する第２スイッチＳｗ２を含み得る。デマルチプレ
クサ１５１は第１出力線ＯＬ１を介して提供されるデータ信号を第１データ線ＤＬ１と第
２データ線ＤＬ２に選択的に提供できる。第１スイッチＳｗ１は第１デマルチプレクシン
グ信号ＣＬ１により活性化でき、第１データ線ＤＬ１と第１出力線ＯＬ１を接続できる。
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第２スイッチＳｗ２は第２デマルチプレクシング信号ＣＬ２により活性化でき、第２デー
タ線ＤＬ２と第１出力線ＤＬを接続できる。第１デマルチプレクシング信号ＣＬ１と第２
デマルチプレクシング信号ＣＬ２は走査信号のゲートオン区間のあいだ順次に出力され得
る。すなわち、走査信号のゲートオン区間のあいだデマルチプレクサ１５１は第１データ
線ＤＬ１と第２データ線ＤＬ２をスイッチングでき、第１データ信号Ｄ１を第１データ線
ＤＬ１に第２データ信号Ｄ２を第２データ線ＤＬ２に出力できる。
【００４４】
　ここで、データ分配部１５０はデータ駆動部１３０とは別のブロックとして示している
が、データ分配部１５０とデータ駆動部１３０は一つの回路として表示部１１０が形成さ
れる基板に実装される場合もある。本実施形態による有機発光表示装置１０は複数のデマ
ルチプレクサ１５１で構成されたデータ分配部１５０を含み、データ駆動部１３０の個数
及び構成をより簡単に設計できる。
【００４５】
　複数の画素ＰＸは画素行単位で走査駆動部１４０で走査信号を印加されてータ分配部１
５０を介して印加されるデータ信号に対応する明るさで発光できる。
【００４６】
　ここで、図３に示すように、複数の画素ＰＸは複数の画素行グループ（Ｇ１、Ｇ２、…
、Ｇｋ）で定義される。複数の画素行グループ（Ｇ１、Ｇ２、…、Ｇｋ）は同じ個数の画
素行を含み得る。複数の画素行グループ（Ｇ１、Ｇ２、…、Ｇｋ）は連続して定義される
。ここで、第１画素行グループＧ１は第１走査線ＳＬ１と第ｐ走査線ＳＬｐに接続された
画素行を含み得、第２画素行グループＧ２は第ｐ＋１走査線（ＳＬｐ＋１）と第２ｐ走査
線（ＳＬ２ｐ）に接続された画素行を含み得る（ただし、ｐは２以上の自然数）。例示的
な実施形態でｐは８であり得る。すなわち、第１画素行グループＧ１は第１走査線ＳＬ１
に接続された第１画素行ないし第ｐ走査線ＳＬｐに接続された第ｐ画素行を含み得る。こ
こで、本実施形態に他の有機発光表示装置１０は複数の画素行グループ（Ｇ１、Ｇ２、…
、Ｇｋ）を基準に駆動され得る。具体的には、各画素行は順次にデータ信号が入力されて
これを格納し、各画素グループごとに初期化及びしきい電圧の補償が行われた後、データ
信号を伝達して発光できる。
【００４７】
　以下、図４ないし図１０を参照して本実施形態による有機発光表示装置の動作について
より詳細に説明する。
【００４８】
　図４は、本発明の一実施形態による有機発光表示装置の一画素を示す回路図である。図
５は、本発明の一実施形態による有機発光表示装置のタイミング図である。図６ないし１
０は、本発明の一実施形態による有機発光表示装置の各期間別の一画素の動作を示す回路
図である。
【００４９】
　ここで、図４は、第１走査線ＳＬ１と第１データ線ＤＬ１により定義される一画素（Ｐ
Ｘ１１）の回路を示し、他の画素も同じ構造を有し得る。ただし、図４の回路構造は例示
的なものであって、本実施形態による画素の回路はこれに限定されない。
【００５０】
　図４ないし図１０を参照すると、本実施形態による有機発光表示装置の各画素ＰＸは有
機発光素子ＥＬ、第１ないし第７トランジスタ（ＴＲ１ないしＴＲ７）、第１キャパシタ
Ｃ１及び第２キャパシタＣ２を含み得る。すなわち、各画素ＰＸは７Ｔ２Ｃ構造であり得
る。
【００５１】
　第１トランジスタＴＲ１は第１走査線ＳＬ１に接続されたゲート電極、第１データ線Ｄ
Ｌ１と一電極及び第１ノードＮ１に接続された他電極を含み得る。第１トランジスタＴＲ
１は走査線ＳＬ１に印加されるゲートオン電圧の走査信号Ｓ１によりターンオンされてデ
ータ線ＤＬ１に印加されるデータ信号Ｄ１を第１ノードＮ１に伝達できる。第１トランジ
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スタＴＲ１は駆動トランジスタにデータ信号Ｄｊを選択的に提供するスイッチングトラン
ジスタであり得る。ここで、第１トランジスタＴＲ１はｐ－チャネル電界効果トランジス
タであり得る。すなわち、第１トランジスタＴＲ１はローレベル電圧の走査信号によりタ
ーンオンされ得（ｔｕｒｎ－ｏｎ）、ハイレベル電圧の走査信号によりターンオフ（ｔｕ
ｒｎ－ｏｆｆ）され得る。ここで、第２ないし第７トランジスタ（ＴＲ２ないしＴＲ７）
はすべてｐ－チャネル電界効果トランジスタであり得る。ただし、これに限定されるもの
ではなく、いくつかの実施形態で第１ないし第７トランジスタ（ＴＲ１ないしＴＲ７）は
ｎ－チャネル電界効果トランジスタで構成され得る。第１ノードＮ１には第１キャパシタ
Ｃ１の一電極と第３トランジスタＴＲ３の一電極が接続され得る。ここで、第１キャパシ
タＣ１の他電極は初期化電圧Ｖｉｎｉｔが印加される第３ノードＮ３と接続され得る。第
１キャパシタＣ１は第１ノードＮ１と第３ノードＮ３との間に接続され得る。第１キャパ
シタＣ１には第１トランジスタＴＲ１を介して伝達されるデータ信号が充電され得る。
【００５２】
　第２トランジスタＴＲ２は駆動トランジスタであり得る。第２トランジスタＴＲ２はゲ
ート電極の電圧レベルにより第１電源電圧ＥＬＶＤＤから有機発光素子ＥＬに供給される
駆動電流Ｉｄを制御できる。第２トランジスタＴＲ２は第４ノードＮ４と接続されたゲー
ト電極、第５ノードＮ５と接続された他電極及び第６ノードＮ６と接続された一電極を含
み得る。ここで、第４ノードＮ４は第２キャパシタＣ２の他電極が接続され得、第５ノー
ドＮ５は第１電源電圧ＥＬＶＤＤと第４トランジスタＴＲ４の他電極が接続され得る。
【００５３】
　第３トランジスタＴＲ３はゲート電極が第２制御線と接続され得、第２制御信号Ｃｏ２
によりターンオンされ得る。第３トランジスタＴＲ３は一電極が第１ノードＮ１と接続さ
れ、他電極が第２ノードＮ２に接続され得る。ここで、第２ノードＮ２は第２キャパシタ
Ｃ２の一電極と第４トランジスタＴＲ４の一電極が接続され得る。すなわち、第２キャパ
シタＣ２は第２ノードＮ２と第４ノードＮ４との間に接続され得る。第２キャパシタＣ２
には後述するしきい電圧の補償ステップでしきい電圧Ｖｔｈが充電されるキャパシタであ
り得る。
【００５４】
　第４トランジスタＴＲ４、第５トランジスタＴＲ５及び第６トランジスタＴＲ６のゲー
ト電極はすべて第１制御線と接続され得る。すなわち、第４トランジスタＴＲ４、第５ト
ランジスタＴＲ５及び第６トランジスタＴＲ６は第１制御信号Ｃｏ１によりターンオンさ
れ得る。第４トランジスタＴＲ４は第１電源電圧ＥＬＶＤＤが印加される第５ノードＮ５
と第２キャパシタの一電極が接続された第２ノードＮ２を第１制御信号Ｃｏ１により接続
できる。そして、第５トランジスタＴＲ５は第４ノードＮ４と第６ノードＮ６を第１制御
信号Ｃｏ１により接続できる。すなわち、第５トランジスタＴＲ５は第１制御信号Ｃｏ１
により駆動トランジスタである第２トランジスタＴＲ２をダイオード接続できる。第６ト
ランジスタＴＲ６は一電極が第３ノードＮ３と接続され、他電極が第７ノードＮ７と接続
され得る。第７ノードＮ７は有機発光素子ＥＬのアノード電極が接続され得る。第７トラ
ンジスタＴＲ７は第１制御信号Ｃｏ１によりアノード電極に充電された電圧及び駆動トラ
ンジスタＴＲ２のゲート電極を初期化電圧Ｖｉｎｉｔに初期化できる。
【００５５】
　第７トランジスタＴＲ７は駆動電流Ｉｄの流れを遮断できる。すなわち、第７トランジ
スタＴＲ７はゲート電極が発光制御線と接続され、一電極が第６ノードＮ６、他電極が第
７ノードＮ７と接続され得る。第７トランジスタＴＲ７は発光制御トランジスタであり得
、発光制御信号ＥＭにより有機発光素子ＥＬに流れる駆動電流Ｉｄを遮断できる。
【００５６】
　有機発光素子ＥＬは第７ノードＮ７に接続されたアノード電極、第２電源電圧ＥＬＶＳ
Ｓに接続されたカソード電極及び有機発光層（図示せず）を含み得る。有機発光層は基本
色（ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｏｌｏｒ）のうち一つの光を出す。ここで、基本色は赤色、緑色
または青色の三原色であり得る。これら三原色の空間的加重または時間的加重で所望する
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色相を表示できる。有機発光層（図示せず）は各色に該当する低分子有機物または高分子
有機物を含み得る。有機発光層（図示せず）を流れる電流量により各色に該当する有機物
は発光して光を発散できる。
【００５７】
　第１画素行グループＧ１と第２画素行グループＧ２は図５に示すタイミング図のように
動作され得る。ここで、第１画素行グループＧ１は第１ないし第８走査線（ＳＬ１ないし
ＳＬ８）に各々接続された複数の画素行を含み得、第２画素行グループＧ２は第９ないし
第１６走査線（ＳＬ９ないしＳＬ１６）に各々接続された複数の画素行を含み得る。第１
画素行グループＧ１と第２画素行グループＧ２は順次に動作する。すなわち、第１画素行
グループＧ１に第１ないし第８走査信号（Ｓ１ないしＳ８）が順次に提供されてデータ信
号が入力された後、第２画素行グループＧ２に第９ないし第１６走査信号（Ｓ９ないしＳ
１６）が順次に提供されてデータ信号が入力され得る。以下で、第１画素行グループＧ１
の動作を基準に本実施形態による有機発光表示装置の動作過程について説明するが、これ
は他の画素行グループに同様に適用できる。
【００５８】
　第１画素行グループＧ１の動作期間は第１期間ｔ１ないし第５期間ｔ５に区分される。
ここで、第１期間ｔ１はデータ信号を入力する期間であり得、第２期間ｔ２は初期化期間
であり得、第３期間ｔ３はしきい電圧を補償する期間であり得、第４期間ｔ４はデータ信
号を伝達する期間であり得、第５期間ｔ５は発光期間であり得る。以下では説明の便宜上
、データ信号に対応して各データ線に提供される電圧をデータ電圧Ｖｄａｔａで設定し、
第１画素行グループＧ１は第１ないし第８画素行で構成されると仮定する。ここで、図６
ないし図１０は、各々第１期間ｔ１ないし第５期間ｔ５での各画素の動作を概略的に示し
、実線で示すトランジスタはターンオン状態を、点線で示すトランジスタはターンオフ状
態を示す。
【００５９】
　第１期間ｔ１の状態を図６に示す。第１期間ｔ１で、第１ないし第８走査信号（Ｓ１な
いしＳ８）が順次に提供され得る。すなわち、第１画素行グループＧ１に含まれた画素行
は順にターンオンされてデータ電圧Ｖｄａｔａを入力される。この際、データ電圧Ｖｄａ
ｔａはデマルチプレクシングされて各データ線に分配され得る。すなわち、データ電圧Ｖ
ｄａｔａはデマルチプレクシング信号により時分割されて互いに異なるデータ線に印加さ
れ得る。
【００６０】
　第１走査信号Ｓ１でローレベルのゲートオン電圧が印加される期間のあいだ第１デマル
チプレクシング信号ＣＬ１と第２デマルチプレクシングＣＬ２信号は順次に出力され得る
。第１デマルチプレクシング信号ＣＬ１と第２デマルチプレクシングＣＬ２信号はデータ
分配部１５０に含まれた各デマルチプレクサ１５１に提供され得、各デマルチプレクサ１
５１は信号に対応して各出力線とデータ線を接続できる。すなわち、第１デマルチプレク
シング信号ＣＬ１のローレベル電圧に対応して前述した図２の第１スイッチＳｗ１は第１
出力線ＯＬ１と第１データ線ＤＬ１を接続してデータ信号を伝達でき、第２デマルチプレ
クシング信号ＣＬ２のローレベル電圧に対応して前述した図２の第２スイッチＳｗ２は第
１出力線ＯＬ１と第２データ線ＤＬ２を接続してデータ信号を伝達できる。第２走査信号
Ｓ２は第１走査信号Ｓ１と順次に出力され得、第２走査信号Ｓ２と対応する第１デマルチ
プレクシング信号ＣＬ１と第２デマルチプレクシングＣＬ２信号が出力され得る。すなわ
ち、デマルチプレクシング信号は順次に提供される走査信号と対応して順次に出力され得
る。
【００６１】
　各画素の第１トランジスタＴＲ１は走査信号によりターンオンされ得、データ電圧Ｖｄ
ａｔａを第１ノードＮ１に供給できる。ここで、第３トランジスタＴＲ３はターンオフ状
態であるため、第１ノードＮ１に提供されたデータ電圧Ｖｄａｔａは第１キャパシタＣ１
に充電され得る。この際、有機発光素子ＥＬは発光状態であり得る。すなわち、発光制御
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信号ＥＭはローレベルで提供されて第７トランジスタＴＲ７はターンオン状態であり得る
。すなわち、第１期間ｔ１は以前フレームで提供されたデータ電圧Ｖｄａｔａにより有機
発光素子ＥＬが発光し、現在フレームのデータ電圧Ｖｄａｔａが第１キャパシタＣ１に充
電される期間であり得る。
【００６２】
　第２期間ｔ２の状態を図７に示す。第２期間ｔ２において、初期化電圧が印加されて駆
動トランジスタである第２トランジスタＴＲ２のゲート電圧を初期化する。すなわち、第
２期間ｔ２で第１制御信号Ｃｏ１はローレベルで提供され得、第４、第５及び第６トラン
ジスタ（ＴＲ４、ＴＲ５及びＴＲ６）をターンオンさせ得る。発光制御信号ＥＭは継続し
てローレベルで提供され得、第７トランジスタＴＲ７も継続してターンオン状態であり得
る。これによって、第２トランジスタＴＲ２のゲート電極と有機発光素子ＥＬと接続され
る端は初期化電圧Ｖｉｎｉｔに初期化され得る。このような初期化は、第１画素グループ
Ｇ１に含まれたすべての画素に同時に行われ得る。すなわち、各画素行ごとに順次に初期
化動作が行われるのではなく、各グループに含まれたすべての画素に同時に初期化動作が
行われ得る。
【００６３】
　第３期間ｔ３の状態を図８に示す。第３期間ｔ３で、第４、第５及び第６トランジスタ
（ＴＲ４、ＴＲ５及びＴＲ６）は継続してターンオン状態であり得る。また、発光制御信
号ＥＭはハイレベルに変更され得る。これによって、第７トランジスタＴＲ７はターンオ
フされ得、しきい電圧Ｖｔｈの補償が行われ得る。このような発光制御信号ＥＭの変更は
第１画素グループＧ１に含まれたすべての画素に同時に行われ得る。すなわち、しきい電
圧Ｖｔｈの補償も各画素グループに含まれたすべての画素に同時に行われ得る。ここで、
第２キャパシタＣ２の両端である第２ノードＮ２と第４ノードＮ４にはＥＬＶＤＤとＥＬ
ＶＤＤ＋Ｖｔｈに対応する電圧が入力される。第７トランジスタＴＲ７がターンオフされ
ることにより、電位差が発生する第５ノードＮ５から第４ノードＮ４に第２トランジスタ
ＴＲ２及び第５トランジスタＴＲ５を介して電流が流れ得る。この際、第２トランジスタ
ＴＲ２はゲート電極とソース電極の電位差がしきい電圧Ｖｔｈ以下であれば、第２トラン
ジスタＴＲ２はターンオフされ得る。すなわち、第４ノードＮ４の電圧レベルがＥＬＶＤ
Ｄ＋Ｖｔｈになるときまで第４ノードＮ４の電圧は駆動トランジスタである第２トランジ
スタＴＲ２を介して放電され得る。ここで、第２ノードＮ２の電圧レベルがＥＬＶＤＤ、
第４ノードＮ４の電圧レベルがＥＬＶＤＤ＋Ｖｔｈで各々形成されることによって第２キ
ャパシタＣ２にはＶｔｈが充電され得る。
【００６４】
　第４期間ｔ４の状態を図９に示す。第４期間ｔ４で、第１制御信号Ｃｏ１はハイレベル
に変更され得、これによって、第４、第５及び第６トランジスタ（ＴＲ４、ＴＲ５及びＴ
Ｒ６）はターンオフされ得る。また、第４期間ｔ４は第２制御信号Ｃｏ２がローレベルで
提供される期間を含み得る。すなわち、第４期間ｔ４のあいだ第２制御信号Ｃｏ２は所定
時間のあいだローレベルで提供され得る。第２制御信号Ｃｏ２がローレベルで提供される
ことによって第３トランジスタＴＲ３はターンオンされ得る。これによって、第１キャパ
シタＣ１に充電されていたデータ電圧Ｖｄａｔａが第２ノードＮ２に提供され得る。デー
タ電圧Ｖｄａｔａに対応する電圧レベルに第２ノードＮ２の電圧レベルが変更され得る。
また、第２キャパシタＣ２は第２ノードＮ２の電圧の変更により、第４ノードＮ４の電圧
を第２ノードＮ２の電圧変化に比例してカップリングできる。すなわち、第４ノードＮ４
の電圧はＶｄａｔａ＋Ｖｔｈになる。すなわち、第４期間ｔ４は第１キャパシタＣ１に充
電されたデータ電圧Ｖｄａｔａを第２ノードＮ２に伝達し、これにカップリングして第４
ノードＮ４の電圧が変更される期間であり得る。このような、第４期間ｔ４において、デ
ータ電圧Ｖｄａｔａの伝達は各画素グループ内の画素に同時に行われ得る。
【００６５】
　第５期間ｔ５の状態を図１０に示す。第５期間ｔ５は発光期間であり得る。すなわち、
発光制御信号ＥＭはローレベルに変更され得、第２トランジスタＴＲ２は第４ノードＮ４
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の電圧により有機発光素子ＥＬに駆動電流Ｉｄを供給できる。この際、駆動トランジスタ
ＴＲ２から有機発光素子ＥＬに供給される駆動電流Ｉｄは（１／２）×Ｋ（Ｖｇｓ－Ｖｔ
ｈ）であり得る。ここで、Ｋは第２トランジスタＴＲ２の移動度及び寄生容量によって決
定される定数値である。また、Ｖｇは第４ノードＮ４の電圧であるＶｄａｔａ＋Ｖｔｈで
あり得、Ｖｓは第５ノードＮ５の電圧であるＥＬＶＤＤであり得、ＶｇｓはＶｇ－Ｖｓで
あり得る。すなわち、駆動電流はしきい電圧Ｖｔｈの影響が排除された状態でデータ電圧
Ｖｄａｔａに対応する値を有し得る。すなわち、本実施形態による有機発光表示装置は第
２トランジスタＴＲ２の特性偏差を補償することによって各画素ＰＸ間の輝度偏差を減ら
すことができる。このように第５期間ｔ５において、発光制御信号ＥＭの変更は各画素グ
ループ内の画素に同時に行われ得、各画素グループ内の画素は同時に発光できる。
【００６６】
　本実施形態による有機発光表示装置は、各画素行ブロックごとに初期化及びしきい電圧
の補償が同時に行われるため、初期化及びしきい電圧に必要な時間を節約できる。すなわ
ち、走査信号が印加されるための十分な時間を保障できる。また、本実施形態による有機
発光表示装置は、以前フレームのデータ電圧で有機発光表示素子が発光する期間と重複し
て現在フレームのデータ電圧を充電できるため、データ電圧の逆多重化に必要なスキャン
タイムを十分に確保できる。したがって、解像度が増加して１水平時間が減少しても走査
信号の印加時間としきい電圧の補償時間を十分に提供できる。さらに、本実施形態による
有機発光表示装置は各画素行ブロックごとに駆動されるが、走査信号は各線に順次に提供
され得る。すなわち、一走査線と他の走査線に同時に走査信号が提供されないため、これ
らの間のカップリングが発生しない場合がある。また、しきい電圧の補償の場合、所定レ
ベルの基準電圧を印加する方式ではないため、基準電圧を印加することにより発生できる
基準電圧－データ電圧の異常電圧スイングを防止できる。すなわち、より改善された表示
品質を提供できる。
【００６７】
　以下、本発明の他の実施形態による有機発光表示装置について説明する。
【００６８】
　図１１は、本発明の他の実施形態による有機発光表示装置の一画素の回路図である。図
１２は、本発明の他の実施形態による有機発光表示装置のタイミング図である。
【００６９】
　図１１は、第１走査線ＳＬ１と第１データ線ＤＬ１により定義される一画素ＰＸ１１の
回路を示し、他の画素も同様の構造を有する。ただし、図１１の回路構造は例示的なもの
であり、本実施形態による画素の回路はこれに限定されない。
【００７０】
　図１１及び図１２を参照すると、本発明の他の実施形態による有機発光表示装置で一画
素行グループに含まれた各画素の第３トランジスタＴＲ３はゲート電極が連続する他の画
素行グループに提供されるいずれか一つの走査線と接続できる。第１画素行グループＧ１
に含まれた各画素の第３トランジスタＴＲ３は連続する第２画素行グループＧ２に提供さ
れるある走査信号によってターンオンされ得る。例えば、第１画素行グループＧ１が第１
走査線ＳＬ１ないし第８走査線ＳＬ８を含み、第２画素行グループＧ２が第９走査線ＳＬ
９ないし第１７走査線ＳＬ１７を含むとき、第１画素行グループＧ１に含まれた画素の第
３トランジスタＴＲ３は第１３走査線ＳＬ１３とゲート電極が接続され得る。すなわち、
第ｋないし第ｋ＋７走査線を含む画素行グループに含まれた画素の第３トランジスタはゲ
ート電極が第ｋ＋１２走査線と接続されるのである（ただし、ｋは１以上の自然数）。
【００７１】
　これにより、第１３走査線ＳＬ１３に供給される第１３走査信号Ｓ１３により第１画素
行グループＧ１に含まれた画素の第３トランジスタＴＲ３はターンオンされ得る。すなわ
ち、第１３走査信号Ｓ１３は第２画素行グループＧ２で第１３走査線ＳＬ１３と接続され
た各画素の第１トランジスタＴＲ１だけでなく、第１画素行グループＧ１に含まれた画素
の第３トランジスタＴＲ３もターンオンさせ得る。すなわち、本発明の他の実施形態によ
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る有機発光表示装置は、一画素行グループに含まれた各画素の第３トランジスタＴＲ３を
前記一画素行グループと連続する他の画素行グループに提供される走査信号として共に制
御できる。すなわち、第３トランジスタＴＲ３の制御に必要な制御信号を出力するための
追加の回路を形成しなくてもよい。
【００７２】
　その他の有機発光表示装置に関する説明は図１ないし図１０の有機発光表示装置の同じ
符号を有する構成に対する説明と実質的に同様であるため、省略する。
【００７３】
　以下、本発明のまた他の実施形態による有機発光表示装置の駆動方法について説明する
。
【００７４】
　図１３は、本発明のまた他の実施形態による有機発光表示装置の駆動方法の順序図であ
る。本実施形態の説明の便宜上、図１ないし図１２を参照する。
【００７５】
　本発明の一実施形態による有機発光表示装置の駆動方法は、データ信号の入力ステップ
（Ｓ１１０）、初期化ステップ（Ｓ１２０）、しきい電圧補償ステップ（Ｓ１３０）、デ
ータ伝達ステップ（Ｓ１４０）及び発光ステップ（Ｓ１５０）を含む。本発明の一実施形
態による有機発光表示装置の駆動方法は、マトリックス状に配列された複数の画素ＰＸを
同じ個数の画素行を含む複数の画素行グループ（Ｇ１、Ｇ２、…、Ｇｋ）で定義し、各画
素行グループごとに個別に駆動できる。ここで、各画素は有機発光素子ＥＬ及び有機発光
素子ＥＬを駆動する駆動トランジスタＴＲ２を含み得る。すなわち、本実施形態による有
機発光表示装置の駆動方法は各画素行グループごとに駆動され得る。また、各画素行グル
ープは順次に駆動される。すなわち、第１画素行グループＧ１と連続して配置された第２
画素行グループＧ２は第１画素行グループＧ１と順次にデータ信号を入力され得る。例え
ば、第２画素行グループＧ２は第１画素行グループＧ１が初期化ステップ及びしきい電圧
補償ステップを行なうあいだデータ信号を入力され得る。以下、第１画素行グループＧ１
を基準に本実施形態による有機発光表示装置の駆動方法について説明する。
【００７６】
　先にデータ信号を入力する（Ｓ１１０）。
【００７７】
　データ信号はデータ駆動部１３０で生成されてデータ分配部１５０に伝達され得る。デ
ータ分配部１５０は複数のデマルチプレクサ（Ｄｅｍｕｌｔｉｐｌｅｘｅｒ、１５１）を
含み得る。各デマルチプレクサ１５１は複数のデータ線（ＤＬ１、ＤＬ２、…、ＤＬｍ）
のうち連続して配置された少なくとも二つのデータ線と接続され得る。複数のデータ線は
一つの画素行に含まれた画素と各々接続され得る。すなわち、データ信号は各データ線に
提供される信号を組み合わせた状態でデータ分配部１５０に提供でき、デマルチプレクサ
１５１により逆多重化されて各データ線に分配され得る。ここで、第１画素行グループＧ
１は第１ないし第８走査線（ＳＬ１ないしＳＬ８）を含み得る。すなわち、第１走査信号
ないし第８走査信号（Ｓ１ないしＳ８）が順次に第１画素行グループＧ１に提供され得る
。各走査信号のゲートオン区間のあいだデマルチプレクシング信号は出力され得、逆多重
化されてデータ線に提供されたデータ信号は各画素に入力され得る。この際、各画素行グ
ループに含まれた画素はデータ信号が充電される第１キャパシタＣ１及び第１キャパシタ
Ｃ１と駆動トランジスタＴＲ２のゲート電極の接続を制御する制御トランジスタＴＲ３を
含み得る。ここで、制御トランジスタＴＲ３はターンオフ状態であり得、提供されたデー
タ信号は第１キャパシタＣ１に充電され得る。ここで、データ信号の入力は以前フレーム
のデータ信号により有機発光素子ＥＬが発光するあいだに行われ得る。すなわち、逆多重
化してデータ信号を入力しても十分なスキャンタイムを確保できる。
【００７８】
　続いて、初期化電圧Ｖｉｎｉｔが印加される（Ｓ１２０）。
【００７９】



(14) JP 2019-215572 A 2019.12.19

10

20

30

40

50

　第１画素行グループＧ１に含まれた画素に初期化電圧Ｖｉｎｉｔが提供され得る。すな
わち、駆動トランジスタＴＲ２のゲート電極と有機発光素子ＥＬのアノード端の電圧レベ
ルは初期化電圧に初期化できる。このような、初期化電圧を提供する構成は図４に示す構
成であり得るが、これに限定されない。第１画素行グループＧ１に含まれた画素に初期化
電圧Ｖｉｎｉｔは同時に提供され得る。初期化ステップ（Ｓ１２０）は第１画素行グルー
プＧ１に含まれた画素が同時に行われ得る。
【００８０】
　続いて、しきい電圧Ｖｔｈを補償する（Ｓ１３０）。
【００８１】
　第１画素行グループＧ１に含まれた画素は駆動トランジスタＴＲ２のしきい電圧Ｖｔｈ
の補償が同時に行われ得る。ここで本実施形態による有機発光表示装置は、制御トランジ
スタＴＲ３と駆動トランジスタＴＲ２のゲート電極との間に接続された第２キャパシタＣ
２をさらに含み得る。ここで、しきい電圧Ｖｔｈの補償は第２キャパシタＣ２にしきい電
圧Ｖｔｈに対応する電圧を充電する期間であり得る。ここで、しきい電圧補償ステップ（
Ｓ１３０）は前述した第３期間ｔ３と実質的に同じであり得るが、これに限定されない。
ただし、重複する説明は省略する。
【００８２】
　次に、データ信号を伝達する（Ｓ１４０）。
【００８３】
　データ信号伝達ステップ（Ｓ１４０）で、制御トランジスタＴＲ３はターンオンされ得
る。制御トランジスタＴＲ３は別途の制御線から提供される制御信号によってターンオン
され得るが、これに限定されない。第１画素行グループＧ１に含まれた画素の制御トラン
ジスタＴＲ３はゲート電極が第２画素行グループＧ２と接続される走査線のうち一つと接
続され得る。第１画素行グループＧ１に含まれた各画素の制御トランジスタＴＲ３は連続
する第２画素行グループＧ２に提供されるいずれの走査信号によってターンオンされ得る
。例えば、第１画素行グループＧ１が第１走査線ＳＬ１ないし第８走査線ＳＬ８を含み、
第２画素行グループＧ２が第９走査線ＳＬ９ないし第１７走査線ＳＬ１７を含むとき、第
１画素行グループＧ１に含まれた画素の制御トランジスタＴＲ３は第１３走査線ＳＬ１３
とゲート電極が接続される場合もある。第１キャパシタＣ１に充電されたデータ信号に対
応する電圧をデータ電圧Ｖｄａｔａとするとき、第２キャパシタＣ２の一端の電圧はＶｄ
ａｔａであり得る。第２キャパシタＣ２は一端の電圧が変わることにより、他端の電圧を
比例してカップリングできる。すなわち、第２キャパシタＣ２の他端である駆動トランジ
スタＴＲ２のゲート電極の電圧はＶｄａｔａ＋Ｖｔｈになる。
【００８４】
　次に、有機発光素子を発光させる（Ｓ１５０）。
【００８５】
　このステップでは駆動トランジスタＴＲ２と有機発光素子ＥＬは電気的に接続でき、駆
動トランジスタＴＲ２はゲート電極の電圧により有機発光素子ＥＬに駆動電流Ｉｄを供給
できる。駆動トランジスタＴＲ２はしきい電圧Ｖｔｈの影響が排除された状態で各画素Ｐ
Ｘ間の輝度偏差を最小化できる。
【００８６】
　その他に有機発光表示装置の駆動方法に関する他の説明は、図１ないし図１２の有機発
光表示装置の構成と同じ構成に対する説明が実質的に同様であるため、省略する。
【００８７】
　本実施形態による有機発光表示装置の駆動方法は、各画素行ブロックごとに初期化及び
しきい電圧の補償が同時に行われるため、初期化及びしきい電圧に必要な時間を節約でき
る。すなわち、走査信号が印加されるための十分に時間を保障できる。また、本実施形態
による有機発光表示装置の駆動方法は、以前フレームのデータ電圧で有機発光表示素子が
発光する期間と重複して現在フレームのデータ電圧を充電できるため、データ電圧の逆多
重化に必要なスキャンタイムを十分に確保できる。したがって、解像度が増加して１水平
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時間が減少しても走査信号の印加時間としきい電圧の補償時間を十分に提供できる。さら
に、本実施形態による有機発光表示装置の駆動方法は、各画素行ブロックごとに駆動され
るが、走査信号は各ラインに順次に提供され得、データ信号の入力も画素行により順次的
であり得る。すなわち、一走査線と他の走査線に同時に走査信号が提供されないため、こ
れらの間のカップリングが発生しない場合もある。また、しきい電圧の補償の場合、所定
レベルの基準電圧を印加する方式ではないため、基準電圧を印加することにより発生でき
る基準電圧－データ電圧の異常電圧スイングを防止できる。すなわち、さらに改善した表
示品質を提供できる。
【００８８】
　以上添付する図面を参照して本発明の実施形態について説明したが、本発明が属する技
術分野で通常の知識を有する者は、本発明のその技術的思想や必須の特徴を変更しない範
囲で他の具体的な形態で実施され得ることを理解できるであろう。したがって、上記実施
形態はすべての面で例示的なものであり、限定的なものではないと理解しなければならな
い。
【符号の説明】
【００８９】
１０　有機発光表示装置、
１１０　表示部、
１２０　制御部、
１３０　データ駆動部、
１４０　走査駆動部、
１５０　データ分配部。

【図１】 【図２】
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